
忠町農家組合作業部会環境保全活動は、町内の農家組合作業部会

の中に設立し平成27年から活動を開始。「地区内産の牛ふん堆肥

を活用し、安全安心でおいしいお米づくり」を目指し環境保全活動

に取り組む意義や必要性など、目標を共有することで意欲向上につ

ながり、環境保全型農業に取り組む活動者は令和元年度時点で6名、

取組面積は8.2haまで拡大（平成２７年度は４名、5.2ha）。

地元で生産された堆肥を活用し、化学合成農薬・肥料５割削減、

Iot技術を活用した水田センサーで適切な水管理と省力化を実現す

るとともに、構成員間でデータを共有している。

栽培した米は、ＪＡ京都にのくにのオリジナル米「丹の国穂ま

れ」として販売され、高齢化が進む中、最善の道を行くべく、地域

一丸となって農地を守り継承していくことに全力を注ぐ。

自然豊かな故郷の美しい風景を次世代へ継承していきたい。

近畿地域環境保全型農業推進連絡会議会長賞
（有機農業・環境保全型農業部門）
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令和２年度
近畿地域未来につながる持続可能な農業推進コンクール

ただちょう のうかくみあい さぎょう ぶかい かんきょうほぜんかつどう
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主な取組

センサーの分析データ
を見て考える農家

水田センサーを設置して
水温や水位を測定


